
関東支社長野工事事務所

令和８年９月

東日本高速道路株式会社　

設　　計　　図

赤野田川橋（上り線）

上信越自動車道 豊洲高架橋耐震補強工事



4 赤野田川橋（上り線）耐震補強一般図

5 赤野田川橋（上り線）Ｐ２橋脚　構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｊ１（その１）

赤野田川橋（上り線）数量総括表

【  図 面 目 録 】

図 面 名 称 図 面 名 称図面番号 図面番号

3 赤野田川橋（上り線）橋梁一般図（その２）

18 赤野田川橋（上り線）Ａ１橋台　はく落防止対策工Ｂ１一般図

19 赤野田川橋（上り線）Ａ２橋台　はく落防止対策工Ｂ１一般図

20 赤野田川橋（上り線）Ｐ２橋脚　橋座補強工　詳細図

15 赤野田川橋（上り線）Ａ１橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｊ１　詳細図（その２）

16 赤野田川橋（上り線）Ａ２橋台　横変位拘束構造Ｃ　構造詳細図（その１）

17 赤野田川橋（上り線）Ａ２橋台　横変位拘束構造Ｃ　構造詳細図（その２）

10

11

1

2 赤野田川橋（上り線）橋梁一般図（その１）

赤野田川橋（上り線）Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て　配筋図（その１）

赤野田川橋（上り線）Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て　一般図

赤野田川橋（上り線）Ｐ２橋脚　構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｊ１（その２）

12 赤野田川橋（上り線）Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）

13 赤野田川橋（上り線）Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）

14

9 赤野田川橋（上り線）Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て　配筋図（その２）

6

7

8

赤野田川橋（上り線）Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）

赤野田川橋（上り線）Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）

赤野田川橋（上り線）Ａ２橋台　橋座補強工　詳細図

赤野田川橋（上り線）Ａ１橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｊ１　詳細図（その１）

23～25 赤野田川橋（上り線）施工要領図（その１）～（その３）（参考図）

21

26 赤野田川橋（上り線）配線系統図（参考図）

赤野田川橋（上り線）通行止め計画図（参考図）22



赤野田川橋（上り線） 数量総括表

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

大成エンジニアリング株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

赤野田川橋（上り線） 数量総括表

ー
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下り線

至　長野ＩＣ 至　須坂長野東ＩＣ

橋梁一般図（その１）
図面の種類

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:500

施工会社名

赤野田川橋（上り線）

赤野田川橋（上り線）　橋梁一般図（その１）

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

側 面 図

S=1:500

平 面 図

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

2 / 26



700

1
00

9
50

1
2
00

1
50

1
00

9
50

1
2
00

1
50

1000

▽P.H

3500 3500 1250

9250 950

10900

750

750 7503500 3500 750

9250 700

10700

▽P.H

875 5@1310=6550 875

1300 8300 1300

875 5@1310=6550 875

8300

2.000%

1200 1200

2.00%

500500

500

700

250

500

750

アスファルトコンクリート舗装

2.000% 2.00%

tmin=75mm

下り線 上り線

100 12500 100

723 9808 723

7
5
00

1
00

▽353.264

(2.000%)

場所打ち杭φ1500

L=32.000m N=5本

2
00

1
5
00

9
0
00

5163 4645

(2.000%)

11254

774 9541 722

7
5
00

1
00

▽353.336

(2.000%)

場所打ち杭φ1500
L=32.000m N=6本

2
00

1
5
00

9
0
00

4384 5157

(2.000%)

11037

100 14900 100

8
6
00

1500 5000 1500

100 6800 100

場所打ち杭φ1500
L=31.000m N=4本

46535172

724 9825 724

11273

▽PH=353.182

259

1
00

2
00

8
6
00

1500 5000 1500

100 6800 100

場所打ち杭φ1500
L=31.000m N=4本

362

4392

775 9558

11056

▽PH=353.249

723

5166

(2.000%) (2.000%) (2.000%) (2.000%)

1
00

2
00

8
8
00

1500 5000 1500

100 6800 100

場所打ち杭φ1500

L=34.000m N=4本

259

46645182

726 9846 725

11297

▽PH=353.052

(2.000%) (2.000%)

1
00

2
00

8
8
00

100 6800 100

場所打ち杭φ1500
L=34.000m N=4本

363

777 9579

11081

▽PH=353.109

725

4401 5178

1500 5000 1500

(2.000%) (2.000%)

1
00

2
00

100 12700 100

727 9859 725

11311

5189 4670

9
0
00

1
5
00

7
5
00

1
00

▽352.963

場所打ち杭φ1500
L=32.000m N=5本

2
00

(2.000%) (2.000%)

100 12500 100

778 9593 725

11096

4408 5185

9
0
00

1
5
00

7
5
00

1
00

▽353.010

場所打ち杭φ1500
L=32.000m N=5本

(2.000%) (2.000%)

2
00

A1橋台

下り線 上り線

P2橋脚

下り線 上り線

P1橋脚

下り線 上り線

A2橋台

下り線 上り線

橋    長

3径間連続PC中空床版橋

道路規格

荷　　重

型　　式

支　　間

有効幅員

横断勾配

縦断勾配

設計震度

床版コンクリート

床版鉄筋

適用示方書

61.000m 桁 長 60.960m

1種第2級B規格

TL-20,TT-43

19.300m+25.800m+14.900m

9.250m 斜 角 75°00'00”

0.300% 0.650%

2.000%

KH=0.24

設計基準強度σck=350kg/cm2

材質SD345 許容引張応力度σso=1400kg/cm2

設 計 条 件

　昭和55年5月　道路橋示方書(基本詳細設計)

　　平成 2年2月　道路橋示方書(上部工詳細設計)

図面の種類

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

標準断面図 S=1:200

正 面 図 S=1:500

上 信 越 自 動 車 道 

赤野田川橋（上り線）　橋梁一般図（その２）

橋梁一般図（その２）

赤野田川橋（上り線）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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正 面 図

平 面 図

側 面 図
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t=20cm

底板コンクリート

t=20cm

ライナープレート
ライナープレート

ライナープレート

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｊ１

機械掘削（地表～-1.0m） 、人力掘削（-1.0m～-3.5m）

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｊ１

機械掘削

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｊ１ 構造物掘削　特殊部Ａ-J１
3
2
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底版コンクリート
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0
00
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掘削時 底版コンクリート施工時

t=20cm

9
3
76

9
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76

裏込め材t=200mm(一部断面のみ撤去)

ブロック張t=350mm(一部断面のみ撤去)

天端コンクリート(一部断面のみ撤去)

裏込め材t=200mm

ブロック張t=350mm
天端コンクリート

赤野田川橋 (上り線)　Ｐ２橋脚　構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｊ１（その１）S=1:200

赤野田川橋（上り線）　Ｐ２橋脚

構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｊ１（その１）

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

S=1:200

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

長 野 工 事 事 務 所

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

    3.土砂の数量は構造物掘削から護岸のブロック張り、

　　　天端コンクリート及び裏込め材を除くものとする。
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継手ボルト　M20x50(8.8)

継手板　PL-150x12x310

組立ボルト　M16x45(8.8)
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補強リング．．．6H-150x150x7x10x3134(円弧部)
補強リング．．．2H-150x150x7x10x3134(直線部)
補強リング．．．2H-150x150x7x10x3605(直線部)

縦梁　 H-200×200× 8×12(山留材)
切梁　 H-200×200× 8×12(山留材)
腹起し H-300×300×10×15(山留材)
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L 12751

Ａリング    
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名　　称 寸　　　　法 単体質量 数　量 質　量 備　　考

（mm） （kg） （kg）

ライナープレート（t=2.7mm）・・・H=3.5ｍ

ライナープレート 2.7×500×1256(SP-8)        21.1          14       295.4 黒皮

ライナープレート 2.7×500×1570(SP-10)        26.0          42      1092.0 黒皮

ライナープレート 2.7×500×1570(JP-10)        26.0          14       364.0 黒皮

ライナープレート 2.7×500×1570(CP-10)        26.0          77      2002.0 黒皮

組立ボルト M16×35（4.6，LP用）       0.144        1618       233.0

組立ボルト M16×45（8.8，HR用）       0.158         618        97.6

小計      4084.0 kg

補強リング（H-150）・・・3リング（継ぎ手部　10個所／1リング）

補強リング H-150×150×7×10×3134        97.5          24      2340.0 黒皮

補強リング H-150×150×7×10×3605       112.1           6       672.6 黒皮

継手板 PL-150×12×310        4.38          60       262.8 黒皮

継手ボルト M20×50(8.8)       0.275         480       132.0

ロックワッシャー M20ボルト用          －         240          －

小計      3407.4 kg

(支保工)

縦　梁 H-200×200×8×12×3650       200.8           8      1606.4 山留材（リース材）

切　梁 H-200×200×8×12×4850 山留材（リース材）

腹起し H-300×300×10×15×6951 山留材（リース材）

小計      7377.8 kg

合計     14869.2 kg

パッキン

ＷＴパッキン t=13, W=60, L= 500          －         147          － Ｂフランジ用

ＷＴパッキン t=13, W=50, L=1600          －         147          － Ａフランジ用

ＷＴパッキン t=13, W=50, L=2000          －          34          － 補強リング用

ＪＦライナー t= 9, W=10, L=  50          －         324          － 間詰用

t=9,W=10,L=50

JFライナー

組立時穴埋め(正面図)

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ

パッキン

ライナープレート

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ

t= 9,W=10,L=  50

t=13,W=50,L=1600

t=13,W=50,L=2000

t=13,W=60,L= 500

Aフランジ用

間詰用

Bフランジ用

補強リング用

品 種

t=13,W=50,L=1600

t=13,W=60,L=500

パッキン

t=13,W=50,L=1600

パッキン

パッキン配置図(正面図)

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ

パッキン

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ

t=13,W=50,L=2000

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ

パッキン

リング継手部(平面図)

t=13,W=50,L=1600

補強リング

補強リング継手プレート

t=13,W=50,L=2000

パッキン

*補強リングが入るときは、補強リングにもパッキンをつける。

ＷＴパッキン

ＷＴパッキン

JFライナー

ＷＴパッキン

詳細図(断面図)

t=9,W=10,L=50／1ヶ所3個

JFライナー

*最上段及び最下段の補強リングのリング継手部にはJFライナーを使用しない。

78
.5

1
0
0
0

1
5
0
0

1
0
0
0

（
切

梁
ピ

ッ
チ

）

      266.8      1600.8          6

      695.1           6      4170.6

ライナープレート平面割付図

断面図、側面図

補強リング割付図

S=1:200

S=1:200

S=1:200

ライナープレート詳細図

補強リング継手詳細図

S=1:50

S=1:20

パッキン施工図（参考図）

材料表

赤野田川橋 (上り線)　Ｐ２橋脚　構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｊ１（その２）

赤野田川橋（上り線）　Ｐ２橋脚

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

長 野 工 事 事 務 所

　構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｊ１（その２）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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(既設柱部)250(巻立増厚部)

排水勾配2%

シール材

表面処理工
コンクリート

a部詳細図 S=1:20

RC巻立て

t=250mm

b部詳細図 S=1:20

表面処理工
コンクリート

フーチング

250(巻立増厚部)(既設柱部)

t=250mm

RC巻立て
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1
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RC巻立て

t=250mm
RC巻立て
t=250mm

a部

5 5

1 - 1 2 - 2

100 6800 100

▽351.775

▽344.391

▽342.891

2
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1800

RC巻立て

t=250mm

RC巻立て

t=250mm

3 - 3 4 - 4

650

6800

1
8
00

2
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00

5000
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2
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5 - 5

1 1

2 2

34

34

RC巻立て

b部

250 250

5500

2
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1
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8
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1
5
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7
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1
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1
53

5
1
97

▽351.691

6
8
00
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A2側P1側

A
2側

P
1側

t=250mm

8000

1250 1250

耐震補強用
耐震補強用

使用材料

既設部
コンクリート

補強部

SD35

σck=240kg/cm2

鉄筋

コンクリート

鉄筋 SD345

σck=30N/mm2

赤野田川橋（上り線）　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て　一般図 S=1:200

赤野田川橋（上り線）　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て一般図

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

長 野 工 事 事 務 所

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること。

    3.補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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フレアー溶接詳細図

溶接ビート

2010D=22020

D22用

D
22

D
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a

a

a - a

a=5.6

S
=
11

D : 鉄筋径(呼び径)

a : a=0.39・D-3(D≦22)

S : 溶接ビート幅

    a=0.39・D-4(22＜D)

S
=
11

1 - 1

かぶり詳細図 S=1:20

柱主鉄筋 D22

組立用アンカー D13

80

250 既設柱部

91

柱帯鉄筋
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3 - 3
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1
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5
@3
00
=1
5
00

2

1

2
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1
C
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1
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1
C

D22

2
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D22

2
C

D22

赤野田川橋（上り線）　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て　配筋図（その１）

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

赤野田川橋（上り線）　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て　配筋図（その１） S=1:100

  1.図面上の既設構造物の出来高に関する寸法は施工

    前に十分確認すること。

  3.RC巻立て工のコンクリート設計基準強度はσck＝

    30N/mm2を標準とし、鉄筋はSD345を使用する。

  4.帯鉄筋はフレアー溶接とし、継手位置は千鳥配置と

  5.鉄筋曲げ加工は鉄筋中心で示している。

  2.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査

    等を実施して既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を

　　切断しないように注意すること。

  　すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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差し筋アンカー

削孔
φ18ｘ58

（M12×52）

M12×20

組立て筋アンカー詳細図(参考図) S=1:4

既設橋脚 0
C

D13
20

(M12ネジ加工)

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39

118

61

61

137

組立筋加工図(参考図) S=1:20
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C

5
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2
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3500

260

2078
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260

フレアー溶接

フレアー溶接

70-D22 x 76402
C

2
C

1
C

D22

2
C

D22

1
C

D22

1C

kg2399

kg合  計

鉄筋質量合計

T鉄筋

フレアー溶接箇所数

D22 70 箇所

D22 kg

2399

2399

D22

C 2 D22

注）:( )はフレアー溶接箇所数を示す。

(70)

5100 50 3.04 15.5 775

7640 70 3.04 23.2 1624

鉄筋加工寸法表

5

θ＝135°

減長

264 95

ｂａ

=2L-a

減長

θ＝90°

28264

ｂ 減長

 66

ａ
径

D22

θ≦90°

R=3.0φ

θ＞90°

R=5.5φ

L

L

R

a

b

θ

φ

φ

L

L
b

θ

R

121 104

a

鉄筋質量表

本数径
(mm)

長　さ
(mm)

符  号
(kg)(kg/m)

１本当り質量
(kg)
質  量 摘     要単位質量

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

赤野田川橋（上り線）　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て　配筋図（その２） S=1:100

赤野田川橋（上り線）　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て　配筋図（その２）

  1.図面上の既設構造物の出来高に関する寸法は施工

    前に十分確認すること。

  3.RC巻立て工のコンクリート設計基準強度はσck＝

    30N/mm2を標準とし、鉄筋はSD345を使用する。

  4.帯鉄筋はフレアー溶接とし、継手位置は千鳥配置と

  5.鉄筋曲げ加工は鉄筋中心で示している。

  2.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査

    等を実施して既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を

　　切断しないように注意すること。

  　すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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平 面 図

正 面 図 側 面 図

A1

P1側

1
41

1
2
00

518

480 533

1035

22

4394 3@2166.1=6498 2324

1553

13216

13279

S4 S3 S2 S1

A1

P
1側

5
15

4
85

5
00

1
0
00

1
5
00

75
°
54
'4
5"

75
°
46
'2
7"

1
34

1
41 1
28 1
21

700 9300 700

10700

250 縁端拡幅工Ｂ

1
0
00

縁端拡幅工Ｂ

1
0
00

2
50

縁端拡幅工Ｂ

S4 S3 S2 S1

アンカーバー

PC鋼材

S=1:50赤野田川橋（上り線）　Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）

縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

赤野田川橋（上り線）　Ａ１橋台

縁端拡幅工Ｂ

配置図

注記）

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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鉄筋質量表
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赤野田川橋（上り線）　Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）

縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

赤野田川橋（上り線）　Ａ１橋台

縁端拡幅工Ｂ

配筋図

注記）

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

S=1:50

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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P
2側

平 面 図

正 面 図 側 面 図

A2

P2側

4
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5
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5
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1
47

1
26

1
40 1
33

1
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1
2
00

1038 519

480538

20

1
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00

11150

2268 3@2177.6=6533 2349

11150

1557

1
5
00

700 9300 700

10700

S4 S3 S2 S1

250縁端拡幅工Ｂ

1
0
00

縁端拡幅工Ｂ

1
0
00

縁端拡幅工Ｂ

2
50

S4 S3 S2 S1

アンカーバー

PC鋼材

赤野田川橋（上り線）　Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）

縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

赤野田川橋（上り線）　Ａ２橋台

縁端拡幅工Ｂ

配置図

注記）

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

S=1:50

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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鉄筋加工寸法表
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鉄筋加工図
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アンカーボルト定着部詳細図　S=1:10
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鉄筋質量表
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図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

注記）

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

赤野田川橋（上り線）　Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）

縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）

赤野田川橋（上り線）　Ａ２橋台

縁端拡幅工Ｂ

配置図

S=1:50

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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平 面 図

正 面 図 側 面 図(1-1)

A1

P1側

1
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250

縁端拡幅工Ｂ

1
0
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縁端拡幅工Ｂ

1
0
00

2
50

縁端拡幅工Ｂ

上り線

横変位拘束構造Ｍ

配置図

A1 P1 P2 A2

PC鋼材

アンカーバー

死荷重反力

設計水平力

1650 ｋN

1500 ｋN

15

全周にシール材 20x20

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

横変位拘束構造Ｍ
鋼製ブラケット

横変位拘束構造Ｍ
鋼製ブラケット

アンカーボルトD51(SD345)
埋込み長=765mm

500

S=1:50赤野田川橋（上り線） Ａ１橋台 横変位拘束構造ＭーＪ１ 詳細図（その１）

横変位拘束構造Ｍ－Ｊ１構造詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

赤野田川橋（上り線） Ａ１橋台

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　　し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　　に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

　　の製作に反映すること。

　3.アンカ-ボルトの定着は、既設構造物

　　より15D(D:アン力一径) 以上確保すること。

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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座金詳細図 S=1:5
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緩衝材取付詳細図 S=1:12.5
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下部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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1基当たり材料：製作数1基
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　1 - FLG  PL  220×40× 540(SM490B)

　1 - BASE PL 1235×22×1309

 15 - PL  115×22× 115 

 15 - アンカーボルト D51 x1170(SD345)

 15 - NUT M48(第1種)(SS400)

  4 - Rib  PL  220×22×1077

  1 - Rib  PL  220×22×1030

  1 - Rib  PL  220×22×1225

  7 - Rib  PL   94×22× 220

  3 - RIB  PL  160×22× 220

  1 - RIB  PL  220×22× 290

 15 - NUT M48(第3種)(SS400)

4 - BN   M16×90(SS400)(1-Uナット,2-W付)

1 - クロロプレンゴム 200×50×500（硬度55°±5°程度）

　1 - FLG  PL  240×22×1309

  1 - Rib  PL  220×22× 865

  1 - RIB  PL  210×22× 248

20221225

222282224822248 228 22 185

221030

97258

4
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24822
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2
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2
42

290

  2 - RIB  PL  210×22× 228

  1 - RIB  PL  210×22× 185

  1 - RIB  PL  276×22× 220

  1 - Rib  PL  220×22×1193

105°
6'0"

削
孔
径
φ
61

D
51

ボルト長 1170

ネジ切り長

155

有機系注入材

155

埋込み長 765 5 2222 106

344329

アンカーボルトD51x1170
(M48ネジ切り L=155)

10

M
48

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

座 金

縁端拡幅幅 250削孔長 775

埋
め
戻
し

15C溶
接
後

20

2
0

ベースプレート

シール材 不陸調整材

5

(t=5mm)

シール材詳細図 S=1:4

S=1:25赤野田川橋（上り線） Ａ１橋台 横変位拘束構造ＭーＪ１ 詳細図（その２）

横変位拘束構造Ｍ－Ｊ１構造詳細図（その２）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

赤野田川橋（上り線） Ａ１橋台

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

7.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

6.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

5.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

4.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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P
2側

平 面 図

正 面 図 側 面 図(1-1)
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1
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S4 S3 S2 S1

S4 S3 S2 S1

4
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930

250縁端拡幅工Ｂ

1
0
00

下部工RC突起

アンカー筋 D22 (SD345)

埋込み長=330mm

上り線

下部工RC突起

配置図

A1 P1 P2 A2

下部工RC突起

縁端拡幅工Ｂ

1
0
00

下部工RC突起

縁端拡幅工Ｂ

2
50

PC鋼材

アンカーバー

5015

死荷重反力

設計水平力

1200 ｋN

1100 ｋN

S=1:50赤野田川橋（上り線） Ａ２橋台 横変位拘束構造Ｃ 構造詳細図（その１）

横変位拘束構造Ｃ 構造詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

赤野田川橋（上り線） Ａ２橋台

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　　し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　　に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

　　の製作に反映すること。

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

　3.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付

　　着性を良くするために、ＷＪによる表面処理を行

　　うこと。
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正 面 図 側 面 図

下部工RC突起詳細図 鉄筋加工図
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定着部詳細図
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記号 径 長さ 本数 単位重量 合計重量 摘要

S1 D25 1450 4 3.98 5.77 23

C1-1 D22 1080 5 3.04 3.28 16

D25 (SD345) 57 kg

鉄筋質量表
(SD345)

108 kg合   計
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コンクリート強度σck＝30N/mm2
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鉄筋加工寸法表
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R6
6

104

-3

C1-2 D22 1070 5 3.04 3.25 16

S=1:25赤野田川橋（上り線） Ａ２橋台 横変位拘束構造Ｃ 構造詳細図（その２）

横変位拘束構造Ｃ 構造詳細図（その２）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

赤野田川橋（上り線） Ａ２橋台

注記)

2.既設コンクリート面は、WJによる表面処理を行うこと。

1.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、

既設鉄筋を切らないようにすること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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赤野田川橋（上り線）配線系統図（参考図）

中分

下り線

上り線

KP 129.1
STA.855+80.838

KP 129.2
KP 129.3

KP 129.4 KP 129.5
KP 129.6

KP 129.7 KP 129.8

KP 129.1
STA.855+80.838

KP 129.2 KP 129.3

KP 129.4

KP 129.5 KP 129.6
KP 129.7

KP 129.8

KP129.019

KP129.819

KP129.347
CD-SD1

KP129.469
CF-SD1

KP129.569

KP129.802
CD-SD1

KP129.284

可変速度規制標識

資産管理番号

KP129.109

ET-JA1

非常電話設備(下り129)

資産管理番号
CD-SD1

CD-SD1 CF-ST1
CF-SD1
CF-ST1

KP129.344

可変速度規制標識

資産管理番号

KP129.097

ET-JA1

非常電話設備(上り129)

資産管理番号

KP129.274
DL型

S50(2)PS50(2)S50(2) VE54(2)        121.7

CCP-AP0.65-60P 234.7

VE54(2)VE54(2)VE54(2)        112.0

CCP-AP0.65-60P 124.2

PS50(3)         13.3 PS50(3)        12.4

CCP-AP0.65-10P 16.3

E2S-PS25(3)    13.3

VE54(2)        233.6

CCP-AP0.65-60P 246.0

CCP-AP0.65-10P 63.0
VE28(2)        63.0

CCP-AP0.65-60P 232.0

VE54(2)        232.0

CCP-AP0.65-30P 15.4
PS25(3)        14.0

VE28(2)   33.0
CCP-AP0.65-10P

44-48SM+4K-WBB2  1224.0 44-48SM+4K-WBB2  1908.2

FP30(1)        3.0

CCP-AP0.65-10P 16.3

CCP-AP0.65-10P 20.8

E2S-PS25(3)    13.8

PS25(3)   13.0
CCP-AP0.65-30P

FP30(2)   11.0

VE54(2)  238.0

VVR3.5sq-3C  15.4
PS25(3)      14.0

VE28(2)

VVR3.5sq-3C  16.3
PS25(3)      13.3

VVR3.5sq-3C,IV3.5sq  20.8
FP30(1)               7.0

終
点

始
点

KP129.805
ハイラジ終点

KP129.805
ハイラジ始点

KP129.770
EC-C2

CCP-AP0.65-10P
FEP30(2)   232.0

CCP-AP0.65-10P

CD28(2)

終
点

始
点

CD28(2)

VVR3.5sq
FEP30(1)

VVR3.5sq
FEP30(2)

PS25(3)

FP30(2)

VVR3.5sq-3C

VVR3.5sq-3C

VVR3.5sq-3C
E2S-PS25(3)

VVR3.5sqVVR3.5sq-3C

赤野田川橋(下り線)L=52.0m

ASC50(2)CCP-AP0.65-60P

R

E1-FEP40(1)
S-LCX-12D-60

E1-FEP40(1)
S-LCX-12D-55

10D-2V

CCP-AP0.65-60P

S-LCX-12D-55
E1-FEP40(1)

R

S-LCX-12D-55

R

VVR3.5sq-3C    63.0
VE28(2)        63.0

R

架空

HH内

HH内(ハイラジ終端)

V

A

J

TC

気50

：J型情報板

：可変式速度規制標識

：非常電話

：交通量計測設備

：路車間情報設備

：気象観測設備

非 ：非常電話標示灯

：A型情報板

広 ：広域情報板

HR ：ﾊｲｳｪｲﾗｼﾞｵ設備

：CCTV設備ITV

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH220W）

外 ：外照標識

内 ：内照標識

C ：C型情報板

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH220W）

：道路照明（Pb-10-IV-NH220W）

：庭園灯

：分岐点点滅灯 ：高圧引込柱

：信号機

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF1000W）

：電気用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

：通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 降 ：降雪深計

電 ：電話BOX

：道路照明（Pb-13.5 HF1000W×3）

：道路照明（P-10-IV-NH220W）

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF700W）

：道路照明（Pb-10-IV-LED）

予 ：ETC予告無線装置

：B型情報板B

D ：D型情報板

：トンネル非常電話設備

凡　例

50

50

50

50

50

50

50

50

D

VVR3.5sq-3C,IV3.5sq
VE28(1)

CCP-AP0.65-10P
VE28(1)

長野3-4

須坂長野東2-4

KP129.286
HH EA-C1

KP129.337
CD-SD1

D

KP129.271
EC-C2

D

VE54(1)
CCP-AP0.65-10P

VE54(1)
VVR8sq-3C,IV3.5sq

VE54(1)

129.1KP～129.8KP

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

赤野田川橋（上り線）配線系統図（参考図）
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